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気象庁によると、２月４日から７日頃にかけてこの冬一番の強い寒気が流れ

込み、警報級の大雪となる可能性があります。また、突風やひょうにも注意が

必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２日に発出の「冬季（１２～２月）における農作物管理対策について」

を参考にしながら、過去の被害を教訓として以下の点に留意の上、指導を徹底

して下さい。 

 
【留意事項】 

１ 作業や見回りを行う際は、安全確保を最優先に、必ず複数人で行う。 
 
２ ハウスや施設等では、屋根雪の滑落を妨げないようビニール等の上に 

展張している遮光資材や防鳥網等を取り外す。ハウスは中柱や筋かい等で

補強し、暖房施設があれば４℃以上に保つ。 
 
３ 降雪が激しく、ハウスの雪落としや融雪が間に合わない場合は、細心の

注意を払い、ビニールを切断してハウスの倒壊を防ぐ。 
 
４ 果樹では、果樹棚等の施設や樹上の積雪状況に注意し、必要に応じて 

早急に雪下ろしを実施する。 
 
５ 施設栽培品目では、凍霜害を防ぐため、内張りカーテンの被覆等により

ハウス内の保温に努める。また、突風に対し、ハウス内に風が吹き込まな

いようにする等の管理を適切に行う。 
 
６ 畜産では、畜舎などへの道路は早めに除雪し、飼料の在庫確認と確保に

努める。 
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加賀は４日朝から、能登は４日昼過ぎから６日頃にかけて、大雪による交通障害に注意・

警戒してください。石川県では５日から６日頃は高波に警戒してください。また、３日昼前
から４日にかけて落雷や竜巻などの激しい突風、降ひょうに注意してください。 
 
［気象概況］ 
 ３日は日本海を低気圧が東北東に進み、その後４日から７日頃にかけては、日本付近は
強い冬型の気圧配置となり、北陸地方の上空約５０００メートルには氷点下３６度以下の
この冬一番の強い寒気が流れ込む見込みです。 
 このため、石川県では４日から６日頃にかけては平地も含めて大雪となる所があるでし

ょう。予想より寒気が強まったり雪雲が同じ地域に流れ込み続けた場合は、警報級の大雪
となる可能性があります。 
 また、４日は海上を中心に強い風が吹き、海はしけとなる所があるでしょう。５日から
６日頃にかけては警報級の高波となるでしょう。予想より冬型の気圧配置が強まった場合
は、警報級の高波となる期間が早まる可能性があります。 
 日本海の低気圧に向かって湿った空気が流れ込むため、３日昼前から４日にかけて石川
県では大気の状態が非常に不安定となり、局地的に積乱雲が発達するでしょう。 
 
［波の予想］ 
４日に予想される波の高さ 
  加賀 ４メートル         能登 ４メートル うねりを伴う 

５日に予想される波の高さ 
  加賀 ６メートル うねりを伴う  能登 ６メートル うねりを伴う 
 
［雪の予想］ 
４日６時から５日６時までに予想される２４時間降雪量は多い所で、 
  加賀平地 ４０センチ  加賀山地 ７０センチ 
  能登平地 ３０センチ  能登山地 ４０センチ 

その後、５日６時から６日６時までに予想される２４時間降雪量は多い所で、 
  加賀平地 ３０センチ  加賀山地 ７０センチ 
  能登平地 ３０センチ  能登山地 ４０センチ 
 

［防災事項］ 
 加賀は４日朝から、能登は４日昼過ぎから６日頃にかけて、大雪による交通障害に注
意・警戒してください。石川県では４日朝から高波に注意・警戒し、５日から６日頃は高
波に警戒してください。令和６年能登半島地震や令和６年９月の能登の記録的な大雨で損
傷を受けた家屋では積雪の重みによる倒壊に、能登の海岸施設の周辺では越波による浸水
に注意が必要です。また、大雪による農業施設等への被害、電線や樹木への着雪、なだれ、
路面の凍結に注意してください。 
 ３日昼前からは落雷や竜巻などの激しい突風にも注意してください。発達した積乱雲の
近づく兆しがある場合には、建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。ひょう
の降るおそれもありますので、農作物等の管理にも注意してください。 
 

 
 

 


